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研究概要
腸管の損傷後再生メカニズムの解明は、未だ根治に導く治療法のない放射線腸管障害、潰瘍性
大腸炎、クローン病などに対する新しい再生医療の確立につながる。申請者は、マウス・ヒトの
骨髄中に存在する「腸管へのホーミング能を有する組織修復幹細胞」に着目している。予備解析
から、放射線により腸管上皮幹細胞	（ISC）	を減少させた腸損傷モデルマウスに、単離したヒト
骨髄由来組織修復幹細胞を静脈投与すると、それらの細胞が損傷した腸の陰窩周辺にホーミング
することが分かった。さらに、これらの投与により、ISCのアポトーシスが抑制され、また ISC
の増殖や分化も促進されることが分かった。以上より、骨髄由来組織修復幹細胞を外部から投与
するという新しい腸の再生治療法の確立が期待された。本研究の目的は、「骨髄由来組織修復幹
細胞の損傷した腸管に対する治療効果の作用機序の解明」であり、加えて「臨床応用の可能性」
についても検討する。本研究より得られる成果は、腸管再生医療研究を大きく前進させ、現在は
治療法の無い腸疾患に対する新しい再生治療法の開発につながることが期待される。
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